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　ライダから食品品質制御まで、IRイ
メージング技術は、ますます需要が高
まっている。従来のイメージング法で
は、進歩が難しくなっている。最終的
に可視光の透過を阻止し、｢正常な｣
視覚を乱すからである。現在、研究者
によると、より透明で効率的なIRイ
メージングが可能である。
　豪オーストラリア国立大のチームは、
英ノッティンガム・トレント大などの研
究者と協力して、小さな、超薄、透明
半導体ナノ結晶でできた非線形メタサ
ーフェス（超薄サブ波長スケール層）を
利用したIRイメージングを実証した。
研究では、チームは、｢和周波生成
SFGプロセスに関わる周波数のすべて
でフィールドを強化する複合共振メタ
サーフェス｣を設計した（1）。
　メタサーフェスは作成されて透明ガ
ラスへ移転され、ガラス表面にナノ結
晶層を形成した。
　研究では、分解能／解像度テストタ
ーゲット（Siemens-star target）のIR
画像がメタサーフェスを照射した。第
2ビームがターゲットのIR画像と統合
された。SFGプロセスを通して、これ
が、可視波長550nmにアップコンバ
ートされた。これら可視グリーン画像
は、従来のカメラで撮られ、｢ターゲ
ットがIRビームの経路から完全に除去
され、メタサーフェスからのSFGエミ
ッションが観察された場合を含め」、
ターゲットのさまざまな横位置に対応
づけられた。チームは、画像が可視ス
ペクトルに完全に再現されたことを確
認した。メタサーフェスの独立したナノ
結晶によってアップコンバートされる

IR信号ビームの異なる部分は考えない。
　研究者によると、非線形メタサーフ
ェスの利用は、｢IRフォトンを可視にア
ップコンバートし、超薄、超軽量デバ
イスを使うコヒーレントコンバージョン
によってIR物体をイメージングする有
望な方法｣である。また、透明なメタ
サーフェスは、透過構成でIRイメージ
ングを実行できるかもしれない。それ
と同時に、可視光を透過し、｢基準｣
ビションを実現する。
　IR光を可視光に変換するために非線
形光学プロセスを利用することは、従
来型カメラのオールオプティカル代替
である。この研究では、｢電気信号は、

もはやIR検出プロセスに関与せず、画
像は、可視に変換されているので、眼
または電話タイプのカメラでとらえる
ことが可能である｣。
　この新しいアプローチは、従って、
従来のアップコンバージョンシステム
では現状あり得ない好機をもたらす。
研究者は、後方励起ビーム、多様な角
度での入射、適切に設計されたメタサ
ーフェスによる多色IRイメージングの
利用を引き合いに出している。これは、
先進的なコンパクト暗視装置、センサ
デバイス、標準メガネ（図参照）、室温
での多色IRイメージングの可能性を示
している。 （Justine Murphy）
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新しい概念実証技術は、超コンパクト、超軽量であり、いずれ標準的なメガネでIRイメージング
を可能にする。
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